
１ 学力向上の具体的な方策

「 」 ， ，○重点教育目標 学び合う子 の具現化を図るために 全教職員が共通認識に立ち

学校組織として「学力向上」の取り組みを進める。

○基礎的・基本的な知識・技能の確実な定着と思考力・判断力・表現力を高める学

習活動の工夫・改善を図る。

２ 取組の概要
１ ふかぼり版「家庭学習の手引き」の配付

・本校としての家庭学習への取り組み方を示した「家庭学習の手引き」を作成，

配付し，家庭の協力を呼びかけ学校として家庭学習の取り組みを進めている。

２ 長期休業中の「学習サポート教室」の開催

・夏は３日間，冬は２日間開催した。参加児童は各自の

課題に取り組むとともに，高学年児童は「学習サポー

ター」として教職員と一緒に学習を支援している。

３ 各教室への「学習常規」の掲示

・発達段階に応じた学習時の望ましい態度や姿勢について示した「学習常規」を

各学級に掲示し，学習に集中できる環境づくりを進めている。

４ 校内研修の充実

・重点教育目標の達成に向けて，授業公開を中心とした

研究を進めるとともに，全教職員が共通認識に立ち指

導案を作成し授業を実践している。

５ 「ふかぼり教育の日」地域公開の開催

・ 学び合い」をテーマに全学級が授業公開を行い，これまでの取り組みを地域「

に発信することを通して，本校としての教育活動の充実を図る機会とした。

３ 成果（○）と課題（●）
○今年度，重点教育目標を「学び合う子」とし，教職員の共通理解のもと学校組織

として様々な取り組みを進める中で，子どもたちの基礎・基本の定着，思考力・

判断力・表現力の高まりを感じることができた。

●思考力・判断力・表現力の評価を中心とした学習評価の在り方について，一層の

工夫・改善を図る必要がある。
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